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スイスコー感想

ICセミナーin市ヶ谷
【予告】他

東北アジア青少年フォーラム
レポート

’'大学5年Hの青少年フォーラム”
大阪大学外国語学部4年青木豊

フォーラム初日、現地参加という状況でとても緊張していましたが、韓国メン

バーから私に「文化公演のサムルノリ（韓国の伝統音楽の一種）に出てくれないか」

とのお願いがありました。韓国の伝統音楽については、昨年から 1年専門的に学

習しごきましたが、公演二披畏・しム，ことは未だありませんでした。これに参加す
ることは何か意味のあることになるのか

もしれない、そう感じた私は文化公演への参加を決意しました。日本メンバーの文化公演もある中、

短い練習期間ではあるが覚えられる限り覚えるんだと自分に言い聞かせて練習し、本番に臨みまし
I1た。

公演では、終了と同時に拍手喝采。舞台から降りるとき、私は「留学で、何か形になるものを作り

たい」という願望を思い出し、それが今、叶ったのだと感じたのです。この公演に参加できたことは、

私がフォーラムに参加することに意味を与えてくれたとともに、私の留学にも大きな意義を与えて

くれたのです。この出湘は、私が韓国について、特に韓国の伝統音楽について専門である、という

自信をもつきっかけを作ってくれ、また他のメンバーとも仲良くなれたと思います。(2009年より
1年間釜山の大学に留学）

’'国境を超えた友人ができた”
明治学院大学経済学部2年 鈴木千尋

実際現地に到着すると、最初は緊張の余り自ら他国の人に話し掛ける事ができませんでした。しか

し、韓国や中国の学生が積極的に交流を深めようとしてくれ、次第に打ち解けることができました。

最後の 2日間は、異なる価値観や文化を越えて、朝まで語り合い、国境を越えた友人をつくることが

できました。

て｀いオ三。竺言厚ば□言二心言□9喜羞;;~「：：ロニロ畠よ、しご言、しま言：誓
このフォーラムに参加し、考えが一転しました。グローバル化が進む現代に語学は他固の人々とコミュ

ニケーションをとるためには必要不可欠であると思います。また、日本の企業が世界から差をつけら

れないためにも欠かせないものだと感じました。ニュースでよく取り上げられている外国に行きたが

らない内向き志向の学生とは、まさに私のことだったのです。

" 8巾韓の若者だからできること”

亭国磋胴閥炒て
2010年 10月11日～ 17日
国際 IC日本協会会長矢野弘典

一橋大学社会学部社会学科3年生 須崎奈々
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ディスカッションでは、歴史認識についてなど、かなりデリケートな部分へも話が及んだ。日本は

他のアジアの国に酷いことをした過去があり、嫌悪感をもたれているのではないかと思っていたが、

実際中国、韓国から参加した若者たちの話を聞くと、そうは思っていない、それどころか日本文化、

日本の歌手や芸能人、テレビ番組などは、中国、韓国でも人気だそうだ。こうした点からしても、 若

者同士の交流は、国家間の友好を図る上で効果があると言える。若者は戦争などの過去の出来事に縛

られず、むしろ同時代の文化を共有することで相手国への友好的感情を持つことができるからである。

実際参加して、予想と大きく違ったのは、かなり多くの中国、韓国の方が日本語を話していたとい

うことである。予想では、 三カ国の共通言語はおそらく英語であり、ほとんど英語を使うものだと思っ

ていたが、行ってみればほとんど日本語で通じた。韓国人同士が韓国語で話していても、日本語また

は中国語しか分からない人がいれば、その場にいる誰かが日本語や中国語に訳してくれた。参加者た

ちの間では、日本語、中国語、韓国語の 3言語が飛び交うという面白い状況が出来ていた。英語とい

う欧米の言語ではなく、アジアの言語を使っていたという点は、今回のフォーラムの趣旨に合うもの

だったと思う。しかしこれは中国、韓国からの参加者の多く が2ヶ国語喋ることができる点に依存し

ているところがある。日本人参加者も中国語、韓国語どちらかの言語が話せればさらにコミュニケー

ションが円滑になるだろう。
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’'自国文化を知るきっかけに'’

一橋大学経済学部 2年 目黒貴之

私にとって、フォーラムで得た経験と言うのはとてつもなく大きく、そして有益であり、過去 19年間の中でも最も印象に残る出来事

でした。このフォーラムに参加しようと決心したこと、日本団が協力し合って日本の文化を紹介したこと、韓国や中国の学生と積極的に

交流したこと、いずれも過去の自分からは想像できないような積極的なアクションを起こ していたと思います。このような体験を通じる

中で得られた自信と言うのは、これからも大切にしていきたいと思います。

東北アジアが達成していかなければならない課題は沢山ありますが、個人的には、まず自国文化を知ることだと思います。私はフォー

ラムの間、韓国や中国の学生から日本の歴史について聞かれることが多くありました。国際交流の最低限のベースとして、相手の国につ

いて詳しく聞きたい、という要求に答えられる知識を持つことも大切ですし、自国のことを知らなければ相手の国のこ とも分からないと

思います。われわれ個人に必要なのはつまり、「外を見る」前に、自国という「内を見る」ことなのです。インターナショナル、グロー

バリズムという言葉がもてはやされて久しいですが、そうした思考の前提にあるのは、自分たちの国や文化を知るということなのではな

いでしょうか。

▲汝川にて歓迎を受ける スカーフの
赤と白はチベット族・チャン族の象徴

10月中旬に中国国際交流協会の招きで、北京、成都、上海を訪問しました。ゎ

が国際 IC日本協会との交流が始まって 10年になりますが、各地で暖かい歓迎

を受け、親交を深めることができました。メンバーは、高橋衛さん、太田和江さん、

弓場睦さん、長野清志さん、それに私と妻景子というチームワークの良い 6人です。

劉氏のノーベル平和賞受賞、尖閣列島問題、成都での反日デモなど何かと騒然と

していましたが、町中を散策しても少しも不愉快な場面には遭遇しませんでした。

心に残ったことについて感想を述べます。一つは、両国は問題山積の折から、

あらゆるレベルで親密なコミュニケーションのパイプを必要としています。私た

ちは政治でも経済でもない、一般国民の良識や心を

代表する NGOとして、他にはない重要性があるこ

とを肌で感じました。もう一つは、若手要人との会

談の中で、孔子の言葉や杜甫などの詩人の名前が自

然に出てきたことに、嬉しい驚きを覚えました。一

昔前に比べると大きな相違です。洋の東西を問わず

古代の哲学者や宗教家の言葉には、世界に共通する

コモン・センス（常識）の甚礎があります。何かが

底流で変わり始めたのでしょうか。三つ目は、今回

見学した上海万博、四川省大地震の復旧工事の現場

からは、2年前の北京五輪と合わせ、国家の威信を

かけた意気込みを感じました。希望に満ちた東京五

輪、大阪万博の頃を思い起こしたのは私だけではな

いことでしょう。来年は中国の皆さんを、日本流の

「おもてなしの心」で迎えたいと思います。

（上）成都・金沙遺跡では珍しい晴天に
恵まれた （石）上海万博中国館前にて

“-『ーー11|IIIII|||| 11 ·—’’|I][ぇiスー・

▲政治協商会議四川省委員会の張雨束
(Mr.Zhang Yudong)副主席と

（上）汝川の被災地の様子と
（下）復興した再開発街にて



去る 9月に開催された IC交流会に参加したオーストラリアの ICメンバーである

トム・ダンカンさんから寄稿頂いた日本での体験をご紹介します。

日本の癒しの湯を訪ねて
トム・ダンカン（オーストラリア）

私が日本を訪れたのは、 6ヶ月経っても治りの遅いくるぶしの怪我のた

めでした。良く調べてみると、歴史的にも、天皇家や将軍家も怪我や骨折

の治療に利用したという草津温泉が、 湯治には一番良いと知りました。ゆっ

くりと、しかし確実に毎週くるぶしの動きが良くなってきました。「よろよ

ろ歩くような状態から山歩きができるような大きな変化が数週間のうちに

起きるなんて、これまでに見たことがない」というのが、私のオーストラ

リアの理学療法士のコメントでした。

3週間後には東京の ICハウスの交流会で、 平和な未来について考える多くの話を聞いて、希望

を持つ事が出来ました。日本の癒しの湯が非常に効果を上げていたので、更に個人的な癒しの段階

にも進むべきだと感じ、日本の ICの専従者である長野氏に、以前私が日本や日本人に抱いていた

感情について話しました。

祖父が第二次大戦中に日本の捕虜になりビルマ鉄道で働かされたこと、そこでは、日本の兵士の

野蛮な行動や冷酷な仕打ちのもと、祖父の多くの友人たちが亡くなったこと。殆どの捕虜が亡くなっ

た死の行進を生き延び、船で日本の鉱山に送られる途中、船が撃沈され6人だけが生存したこと。
その内の一人が祖父であり、もう一人の生存者と船の木片につかまリ、溺死者や火傷を負った人々

を襲った鮫に囲まれながらも 3日間泳ぎ続けたこと。2人はベトナムの海岸にたどり着き、幸いに

ベトナムの人の家で重湯を飲みながら 3ヶ月で健康を回復させてもらったこと。日本への原爆の
投下と共に、戦争が終わったことを祖父は喜びました。それは、戦いや死、そして残虐ざの終わリ

を意味したからです。日本人の苦しみは世界に対する、そして、彼に対する残酷さの罰だと考えた

●昇：。き塁悶孟に孟羞畠芦言言言9、さ□虚こ束り悶認認：芯言、
ら注意しろ、信用してはいけないと言いました。

私は大学で、心遣いのできる日本の青年たちに会った後、日本人を憎むことはやめようと決心し

ました。しかし残念なことに、その内の誰一人として日本が戦争で他国へ侵略したことについて理

解していませんでした。学校や大学での教科書でざえ、 ドイツと手を組んで世界に抗した日本の戦

争についての詳細な説明は省いてしまっているように思えました。しかし、学校で戦争の歴史を学

ばなかったのは彼らの落ち度ではないと考え、自分の心の傷を忘れ去るよう試みました。

日本滞在中、くるぶしの肉体的な痛みがあった訳ですが、自分に対して人種差別をするような日

本人の態度に接すると、心の中によリ大きな痛みを感じました。大きなスピーカーと日本の国旗を

つけた車が発する、「すべての外人は出て行け！」といったスローガンは極めて直載的です。時に

は怒りの気持ちがこみ上げてきます。祖父の戦争の話を長野さんにした時、彼は、お祖父ざんとご

家族が苦しまれたことは申し訳ないと言ってくれました。これは有難い言葉でした。何故なら、彼

は自分が戦争に関わった訳ではなくても、長年にわたリ異なる文化の溝を埋め、和解をもたらすた

めに活動してきたからです。私自身も長い時間を経ても傷ついた記憶がまだ残っていると気付き

ました。祖母は、祖父がオーストラリアに戻った後、祖父と離婚しました。祖母は戦争が続いた4
年もの間、祖父の消息を聞いていなかったため、もうずっと前に亡くなっていると思っていたので

す。祖父が戻った時、祖母はまるで影にでもなってしまったかのような祖父の姿や彼の心が負った

痛みや傷を直視できず、又、自分自身の心の傷も直視できなかったのです。

私の母は祖父と新しい義母と暮らすことになリましたが、義母は母をひどく嫌い、母が 16歳の

塁`：げ認言言言冒詞賃こ言よ言言言言、、つ贔言言言言：
には付けませんでした。母と私の間にはしばしば緊張した関係が生じました。それは、母の果たさ

れなかった夢、そして母のやり方とはまったく違う私のもののやり方、そして、母が両親から見捨

てられたと感じていた事実からです。何故なら母の両親たち自身も破綻をきたしていたのです。傷

ついた記憶は世代を超えて受け継がれただけでなく、今も私たちの人生に常に影を落としています。

例えば、楽しい時を過ごすべき休暇の際でさえ、憎しみや親に捨てられたという感情等の同じ問題

が立ち現れ、涙の結末となってしまうのです。ですから、私は、この祖父母、母、そして私の父と、

彼の父親 （私にとってのもう一人の祖父）という、それぞれの傷ついた記憶に直面する必要性を感

じたのです。

私の父の傷ついた記憶は、日本がオーストラリアヘ侵攻し、ダーウィンの町を爆撃し、そして、オー

ストラリアの北部の島であるパプアニューギニアヘ軍隊を送った時、彼の父親が日本人と戦うため

に家を離れなければいけなかったということから生じています。父は 70歳を越えていますが、先
のクリスマスの際に、戦争中、父親が恋しかったこと、男の子一人が取リ残されるようなことがな

ければいいのにと願っていたことを、泣きながら話し出したのです。父は文明からはほど遠い田舎

の農場に家族から離れ、一人ぼっちで周囲の世界に心を許すこともなく暮らさざるを得なかったの

です。学校も快適な場所とはなりえず、 16歳で仕事に就いたため大学に行くこともできませんで

した。母も父も人生での喪失感を抱えています。双方の父親は共に戦争で家を離れ、帰ってきた後

も、苦しみや怒りの感情に溢れ、生活は以前とはまったく違ったものになってしまったのです。こ

のことが私自身の生き方にもどれだけ影響を与えてきたのか、又、解き放とうと試みたにも拘わら

ず、幾許かの傷をそのまま抱え続けてきたということも分かります。長野さんに自分の家族の話を

したことで、それまで自分でも気付かなかった感情を解き放ち、又、客観的に見る助けになりまし

た。日本の癒しの湯はくるぶしのためだけでなくそれ以上に役立ちました。それは、長野ざんの聴

＜耳であり謝罪でした。それは精神の癒しの湯のようであり、意識して自分の傷ついた記憶を直視

し、日本と日本人との関わりの新たな出発となりました。この体験を家族とも共有し、家族が癒さ

れる役に立ったらと願っています。

累哨累 0 詞一国爵疇《館4。恩 oR惣臼釘均》

スイス・コ一国際会議第4セッション

(8月4日ー10日）「持続可能な世界に向

け変革をリードする」と、第5セッショ

ン「ICのトレーニング」は同時並行的

に開催されました。参加者は世界47カ

国から約 350人、日本からはファミリー

ワークショ ップのトレーナー兼松恵さんと コミュニテイグ

ループのファシリテ＿ターとして参加した私の2名でした。

このセッションの目玉は、午後に組まれた第 4•第 5 セッショ

ンの参加者による独自のワークショップ。第 5セッションで

は、ワークショップ 「ピースサ＿クルを経験する」、「ピース

サ＿クルを運営する」、「信頼構築」、「ファミリーワークショッ

プ」、「公職に於ける倫理的リーダーシップの実例研究」、「平

和教育の企画・運営」が提供ざれました。その中でもアメリ

カのバージニア州の州都リッチモンドで、過去20年間、異

なる人種・宗教間の人々の間の信頼構築に取り組んできた、

ロブ＆スーザン・コックラン夫妻による 「信頼構築」のワー

クショップは、とても充実した実践的な内容でした。ロブ氏

が仰っておられた 「信頼というものは、社会の重要な資本。

壊れやすいので毎日強化しなければならない」という言葉が

印象深く残りました。（文中山啓介）

コーの素晴らしさに触れて

中日本高速道路（株）春名 晃宏

初めての訪欧は、同時に初めて ICとコー

に触れるとても有意義な時間となりまし

▲オープニングの様子

▲MDGセッジョンで NEXCO
中日本のCSRの取り組みを発表

た。会社の先輩とともに、コ一国際会議第 6セッション「Trustand Integrity in the Global 

Economy（グローバル経済における信頼と誠実さ）」に参加し、その中で当社の CSRに関わ

る取り組みを紹介する機会も頂きました。

コーでは恥ずかしながら齢34にして初めて「自分のビジネスが世界にどうつながっていく

のか（いくべきなのか）」を沈思黙考することとなりました。それまでの自分を省みれば、「自

分にとってのビジネス」の意味は、マズローなどを読み、それなりに考えることもあリまし

たが、「世界にとっての自分のビジネス」の意味となると、意識することがなかったように

思います。私たちのビジネスは、世界にどのように作用できるのか。そして、私たちは世界

にどのように活かされているのか。広い空間軸をもって常にそういった自問を繰り返すこと

こそ、個人のみならず企業にも求められているのではないかと感じました。

レマン湖を見下ろすロケーション、異なる国や文化を背景にする方々との興味深い刺激に満

ちた対話、参加者が醸し出すホスピタリティ溢れる雰囲気、コーの素晴らしさは枚挙に暇が

ありませんが、今回の経験は、私にとってターニングポイントとなるに違いないと確信して

います。

▲食事の様子 ▲コミュニティ活動の様子 ▲ワークストリームの様子

偲只習譴歩一閥l信容象器

去る10月23~24日都内のアルカディア市ヶ

谷で「企業の社会的責任(CSR)を考える」をテー

マに 29名の参加者を得た ICセミナーが開催され

た。これまでミニ HOHOの名称で 16回開催して

きた研修プログラムの名称を変更してテーマを絞

り、参加し易いように都内の施設で開催されたも

のである。講師に元富士銀行会長橋本徹、前中日

本高速道路会長矢野弘典、横河電機企業倫理・ CSR部長佐野廣二の各氏をお招き し、企業の社会的

責任について体験を通したお話しを伺った。

橋本氏の深い信仰に基づいた銀行責任者としての体験談、矢野氏の関連会社再建時の社員との心

の繋がり、また現職でCSRを担当している佐野氏からは、今まさに展開している会社の本業を通

した社会的責任の具体例をお話し頂いた。その後のパネルディスカッションでは、前記3氏に太

田和江リアライズオウ社長が加わり活発な意見交換が行われ、今後は企業の社会的責任から個人の

社会的責任を考えていくべきとの意見が出され多くの方々から賛同を得た。参加者からも「CSRに

関する考え方の整理に大変役立った。個人としてのSRに対応してゆきたい。短い時間であったが

幅広い立場の参加者と会話でき、大変有意義なセミナーであった」との評価を得た。

［お知らせ］ 心を育てるネットワークセミナー（第 18回日本ミニ HOHO) in唐津
日時 2011年3月5日（土）一 6日（日）

会場 唐津シ＿サイドホテル 〒847-0017佐賀県唐津市東唐津4-182

講演テーマ「自らの人生をふり返って」（予定）
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（東京・小田原・福岡ほか）
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7月 16日ー24日 アジア太平洋青年会議 (APYC)

（オーストラリア・フィリップ島）

7月～8月 コ一国際会議 区スイス・コー）
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8月 東北アジア青少年フォーラム（韓国）
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生活の中で役立つことは‘③

“誰が正しいかではなく、何が正しいか’'をしっかり考えなきゃダ

メですよ。親だって、教師だって、間違うんだから。お偉いさん

が言ったから、それが正しいなんて思っちゃダメ。何が正しいか、

それを判断するのは自分の良心です。自分の良心の中に、善悪の

標準をしっかリと持っとくことが大切です。（石田尊昭著『平和・
動家相馬雪香さんの 50の言葉』110頁より）

〈入会のご案内〉

IC(lnitiatives of Chang e••• 前身は MRA (Moral Re-Armament)。1938年に ｀ 
ロンドンで発足して以来、 〈対立する相手や国を変えたいと思うなら、ま

ず自分や自国から変わるべきである〉という理念に基づき、あらゆる民族‘ ▲ICハウス（東京都世田谷区）
宗教、文化の根底に流れる共通の倫理観 （モラル）を普遍的な〈正直・純潔・
無私・愛〉という 4つの
絶対標準と してまとめ、

それをもとに世界各国で
紛争等の問題解決に不可
欠な相互の信頼関係を醸
成する活動を進めてきま
した。国連の認定を受け

〇正会員 （議決権を行使できます）

個人会員 年額 6,000円

法人会員年額 50,000円

〇賛助会員

個人会員 年額 3,000円以上

法人会員 年額 50,000円 （ーロ）以上

会費 • 寄付金の振込先
1.ゆうちょ銀行
郵便振替口座番号 00180-0-38289 
口座名 社団法人国際IC日本協会

2.みずほ銀行渋谷中央支店普通預金
口座番号 162-4945790 
口座名 社団法人国際に日本協会

R塁屁欝蚕E今回はアジア・太平洋地域の絆の重要性を改めて確認すること
となりました。皆様からのご意見ご要望をお待ちしています。広報委員：海老原真美、

岡本さくら、高橋久子、宮本由紀子、長野清志、弓場睦


